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第１章 調査の概要 

１ 調査の目的 

西東京市（以下「市」という。）では、日頃からひきこもり状態にある方やその家族等と関わる

可能性のある関係機関を対象として、ひきこもり状態にある方々の生活状況やニーズ、課題等を

把握し、今後のひきこもり支援施策の基礎資料とするための調査を実施した。 
 

２ 調査の概要 

（１）調査実施概要 

①調査の対象 

関係機関等 ：310件 

②調査方法 

配布方法  ：郵送配布 

回答方法  ：郵送またはインターネット回答 

③調査時期 

配布日  ：令和６年８月２日 

回答期限  ：令和６年８月 30日 

④有効回答数及び有効回答率 

有効回答数 ：222件 （うち郵送回答 142 件、インターネット回答 80件） 

有効回答率 ：71.6％ 
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第２章 調査結果のまとめ 

■ひきこもり状態にある方の把握状況と生活状況 

 

・ひきこもり状態にある方を「把握していない」、「相談はなかった」が半数を超えている。 

・ひきこもり状態にある方を把握する主な方法としては、「家族からの相談」が最も多い。 

・ひきこもり状態にある方の同居者としては、「同居者あり（家族）」が最も多い。 

 

・担当地区内で「ひきこもりの状態にある方」を「把握していない」（29.7％）が最も多く、次いで

「把握している」（29.3％）、「相談はなかった」（23.0％）となっている。 

・ひきこもり状態にある方がいることを把握する主な方法としては、「家族からの相談」（52.6％）が

最も多く、次いで「行政機関からの情報提供」（27.8％）、「その他（具体的に）」（24.7％）となっ

ている。 

・ひきこもり状態の方の同居者としては、「同居者あり（家族）」（83.5％）が最も多く、次いで「同

居者なし（一人暮らし）」（13.4％）となっている。 

 

■相談・支援の現状 

 

・相談者は「親」が最も多い。 

・ひきこもりに係る相談の方法では、「訪問相談（アウトリーチ）」が最も多い。 

・ひきこもり状態の方に行っている支援内容では、「支援情報の提供（他団体の情報含む）」が

最も多い。 

・ひきこもりの相談・支援を継続して行う中で当事者の行動範囲にみられた変化について、

「目立った変化は見られなかった」が最も多い。 

 

・相談者は「親」（56.7％）が最も多く、次いで「当事者」（19.6％）、「その他」（17.5％）となって

いる。 

・相談方法では、「訪問相談（アウトリーチ）」（33.0％）が最も多く、次いで「電話」（25.8％）、「対

面（来所）」（19.6％）となっている。 

・ひきこもり状態の方に行っている支援内容では、「支援情報の提供（他団体の情報含む）」（42.3％）

が最も多く、次いで「家族個別支援（面談等）」（29.9％）、「当事者のカウンセリング」（19.6％）

となっている。 

・ひきこもりの相談・支援を継続して行う中で当事者の行動範囲にみられた変化について、「目立っ

た変化は見られなかった」（45.4％）が最も多く、次いで「その他」（14.4％）、「自宅から出られる

ようになった」（11.3％）となっている。 
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■相談・支援の課題 

 

・ひきこもり支援の課題は、若年層、中高年層ともに「ひきこもりに係る知識や支援ノウハウ

を有していない」が最も多い。 

 

・若年層へのひきこもり支援の課題は、「ひきこもりに係る知識や支援ノウハウを有していない」

（48.6％）が最も多く、次いで「家族から相談があっても、当事者が相談・支援を望んでいない」

（48.2％）、「当事者や家族からの相談に対して、適切な対応がわからない」（37.4％）となってい

る。 

・中高年層へのひきこもり支援の課題は、「ひきこもりに係る知識や支援ノウハウを有していない」

（47.7％）が最も多く、次いで「家族から相談があっても、当事者が相談・支援を望んでいない」

（47.3％）、「相談・支援に至るまでに長期間経過しており、対応が難しいと感じる」（37.4％）と

なっている。 

 

■今後重要と考える取り組み 

 

・今後、連携を強化する必要があると感じている関係機関は、「ひきこもり地域支援センター

（東京都ひきこもりサポートネット）」が最も多い。 

・ひきこもりに係る支援について行政や支援機関が今後取り組む必要があると思われること

は、「身近な地域における相談体制の充実」が最も多い。 

 

・今後、連携を強化する必要があると感じている関係機関は、「ひきこもり地域支援センター（東京

都ひきこもりサポートネット）」（46.8％）が最も多く、次いで「子ども家庭支援センター」（40.5％）、

「学校（スクールカウンセラー等を含む）」（37.8％）、「保健所・保健センター」（28.8％）となっ

ている。 

・ひきこもりに係る支援について行政や支援機関が今後取り組む必要があると思われることは、「身

近な地域における相談体制の充実」（64.4％）が最も多く、次いで「地域における連携ネットワー

クづくり」（55.0％）、「家族向けのひきこもりに関するセミナー、家族教室等」（41.0％）となって

いる。 
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第３章 アンケート回答結果 

１ 集計結果の表示方法・留意事項 

・原則として調査票の順番に沿って集計結果を示している。 

・文章中の「n=〇〇」はその設問についての有効回答数を示している。 

・集計結果は、小数点第２位を四捨五入して表示しているため、数値の合計が 100.0%にならない

場合がある。 

・回答の比率（%）は、その質問の回答者数を基礎として算出しているため、複数回答の設問はす

べての比率を合計すると、100.0%を超える場合がある。 

・問 22、問 24、問 30については自由回答の設問のため、P25 以降にまとめて記載している。 

 

２ 集計結果 

問１ あなたの所属についてお答えください。（１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※１ 保健所・保健センター、子ども家庭支援センター 

 ※２ 健康課、障害福祉課、生活福祉課 

 

 

 

 

 

その他(n=2)

無回答(n=2)

保健所・保健センター(n=5)

子ども家庭支援センター(n=6)

1～2以外の市役所の担当課(n=37)

社会福祉協議会(n=27)

地域包括支援センター(n=34)

基幹相談支援センター(n=9)

医療機関(n=0)

民間支援団体(NPO法人等)(n=3)

民生委員・児童委員(n=97)

2.3

2.7

16.7

12.2

15.3

4.1

0.0

1.4

43.7

0.9

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

※１ ※２ 
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問２ あなたの担当地区は、次のどれにあたりますか。（いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 担当する地区内にお住いの「ひきこもりの状態にある方」※を把握していますか。または、

相談を受ける機会がありますか。（１つ） 

※ここでいう「ひきこもり」とは、「仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人との交流をほ

とんどせずに、６ヶ月以上続けて概ね自宅にとどまり続けている方。ただし、近所への買

い物や趣味の用事のときだけ外出することはよい 

 

・「把握していない」（29.7％）が最も多く、次いで「把握している」（29.3％）、「相談はなかっ

た」（23.0％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n ％ n ％ n ％
市内全域 35 15.8 住吉町 14 6.3 ひばりが丘北 16 7.2
南町 14 6.3 泉町 18 8.1 下保谷 17 7.7
向台町 16 7.2 保谷町 31 14.0 栄町 14 6.3
東伏見 20 9.0 谷戸町 20 9.0 東町 16 7.2
柳沢 22 9.9 緑町 17 7.7 中町 21 9.5
新町 18 8.1 西原町 20 9.0 富士町 25 11.3
北原町 14 6.3 芝久保町 26 11.7 北町 16 7.2
田無町 29 13.1 ひばりが丘 18 8.1 無回答 1 0.5

把握している(n=65)

相談があった(n=32)

把握していない(n=66)

相談はなかった(n=51)

無回答(n=8)

29.3

14.4

29.7

23.0

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問４～問 20は問３で「把握している」「相談があった」と回答した方(97件)が回答 

 

問４ 担当する地区にひきこもり状態にある方がいることをどのような方法で知りますか。（い

くつでも） 

 

・「家族からの相談」（52.6％）が最も多く、次いで「行政機関からの情報提供」（27.8％）、「そ

の他」（24.7％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族からの相談(n=51)

行政機関からの情報提供(n=27)

その他(n=24)

各世帯の見守りや安否確認時(n=23)

教育機関からの情報提供(n=18)

近隣住民からの情報提供（相談）(n=17)

本人からの相談(n=17)

自治会・町内会からの情報提供(n=0)

交番・警察・消防からの情報提供(n=0)

無回答(n=0)

52.6

27.8

24.7

23.7

18.6

17.5

17.5

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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問５ 担当する地区にひきこもり状態にある方がいることを知ったとき、どのような対応をする

ことが多いですか。 （いくつでも） 

 

・「家族からの相談を聞く」（62.9％）が最も多く、次いで「当事者・家族に対し相談窓口や支援

機関について情報提供を行う」（58.8％）、「関係づくりのための訪問を行う」（49.5％）とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ ひきこもりの方に対して行っている支援の内容についてお答えください。（いくつでも） 

 

・「支援情報の提供（他団体の情報含む）」（42.3％）が最も多く、次いで「家族個別支援（面談

等）」（29.9％）、「当事者のカウンセリング」（19.6％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族からの相談を聞く(n=61)

当事者・家族に対し相談窓口や支援機関について情
報提供を行う(n=57)

関係づくりのための訪問を行う(n=48)

定期的な見守り・声かけを行う(n=42)

相談窓口や支援機関に対し、当事者・家族に関する
情報提供を行う(n=42)

当事者・家族が相談窓口・支援機関に行く際に同行
する(n=21)

その他(n=7)

無回答(n=1)

62.9

58.8

49.5

43.3

43.3

21.6

7.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

支援情報の提供(他団体の情報含
む)(n=41)

家族個別支援(面談等)(n=29)

当事者のカウンセリング(n=19)

就労支援(n=18)

特になし(n=17)

社会体験活動の提供(n=14)

その他(n=11)

就学支援(n=7)

イベントの開催(講演会等)(n=5)

居場所の運営(n=4)

家族へのグループ支援(家族教室、交流会
等)(n=4)

無回答(n=7)

42.3

29.9

19.6

18.6

17.5

14.4

11.3

7.2

5.2

4.1

4.1

7.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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問７ ひきこもりに係る相談の相談方法として、最も多いものをお答えください。（１つ） 

 

・「訪問相談（アウトリーチ）」（33.0％）が最も多く、次いで「電話」（25.8％）、「対面（来所）」

（19.6％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 相談者の当事者との関係として、最も多いものをお答えください。（１つ） 

 

・「親」（56.7％）が最も多く、次いで「当事者」（19.6％）、「その他」（17.5％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他(n=7)

メール(n=1)

SNS(n=0)

無回答(n=13)

訪問相談（アウトリーチ）(n=32)

電話(n=25)

対面（来所）(n=19)

33.0

25.8

19.6

7.2

1.0

0.0

13.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

親(n=55)

当事者(n=19)

その他(n=17)

兄弟・姉妹(n=1)

無回答(n=5)

56.7

19.6

17.5

1.0

5.2

0% 20% 40% 60% 80%
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問９ ひきこもりに係る相談者の年齢として、最も多いものをお答えください。（１つ） 

 

・「15歳未満」（14.4％）と「50～54歳」（14.4％）が最も多く、次いで「65 歳以上」（12.4％）、

「30～34歳」「30～39歳」「45～49歳」（ともに 7.2％）となっており、どの世代も満遍なく

分布している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15歳未満(n=14)

15～19歳(n=6)

20～24歳(n=5)

25～29歳(n=4)

30～34歳(n=7)

35～39歳(n=7)

40～44歳(n=6)

45～49歳(n=7)

50～54歳(n=14)

55～59歳(n=5)

60～64歳(n=4)

65歳以上(n=12)

無回答(n=6)

14.4

6.2

5.2

4.1

7.2

7.2

6.2

7.2

14.4

5.2

4.1

12.4

6.2

0% 10% 20%
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問 10 ひきこもり状態が継続している期間として、最も多いものをお答えください。（１つ） 

 

・「不明」（24.7％）が最も多く、次いで「3 年以上 5 年未満」（15.5％）、「5 年以上 10 年未満」

（12.4％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 ひきこもり状態の方の同居者として、最も多いものをお答えください。（１つ） 

 

・「同居者あり（家族）」（83.5％）が最も多く、次いで「同居者なし（一人暮らし）」（13.4％）、

「同居者あり（家族以外）」（1.0％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不明(n=24)

3年以上5年未満(n=15)

5年以上10年未満(n=12)

1年以上3年未満(n=10)

10年以上20年未満(n=9)

20年以上30年未満(n=9)

30年以上(n=6)

ひきこもりの状態が断続的であり
判断が難しい(n=6)

1年未満(n=2)

無回答(n=4)

24.7

15.5

12.4

10.3

9.3

9.3

6.2

6.2

2.1

4.1

0% 10% 20% 30% 40%

同居者あり(家族)(n=81)

同居者なし(一人暮らし)(n=13)

同居者あり(家族以外)(n=1)

不明(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=2)

83.5

13.4

1.0

0.0

0.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 12 主たる生計維持者と当事者との関係として、最も多いものをお答えください。（１つ） 

 

・「親」（72.2％）が最も多く、次いで「当事者」（16.5％）、「不明」と「その他」（ともに 4.1％）

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 当事者や家族等から相談があったときの当事者の状態として、最も多いものをお答えく

ださい。（１つ） 

 

・「普段は家にいるが、近所のコンビニなどには出かける」（58.8％）が最も多く、次いで「普段

は家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する」（20.6％）、「自室からは出る

が、家からは出ない」（12.4％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自室からほとんど出ない(n=2)

無回答(n=3)

普段は家にいるが、近所のコンビニなど
には出かける(n=57)

普段は家にいるが、自分の趣味に関する
用事のときだけ外出する(n=20)

自室からは出るが、家からは出ない
(n=12)

その他(n=3)

58.8

20.6

12.4

3.1

2.1

3.1

0% 20% 40% 60% 80%

親(n=70)

当事者(n=16)

不明(n=4)

その他(n=4)

その他の家族、親戚(n=1)

配偶者(n=0)

兄弟・姉妹(n=0)

無回答(n=2)

72.2

16.5

4.1

4.1

1.0

0.0

0.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 14 ひきこもり状態にあることを知ったきっかけとして、最も多いものをお答えください。

（１つ） 

 

・「家族から相談を受けた」（47.4％）が最も多く、次いで「その他」（23.7％）、「学校や PTAか

らの情報提供」（10.3％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答(n=3)

本人から相談を受けた(n=6)

市役所や警察からの情報提供(n=5)

地域住民からの情報提供(n=4)

家族から相談を受けた(n=46)

その他(n=23)

学校やPTAからの情報提供(n=10)

47.4

23.7

10.3

6.2

5.2

4.1

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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問 15 ひきこもり状態になった主なきっかけとして、多いものを３つまでお答えください。（３

つまで） 

 

・「人間関係がうまくいかなかったこと」（43.3％）が最も多く、次いで「学校になじめなかった

こと」（27.8％）、「職場になじめなかったこと」（25.8％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退職したこと(n=9)

その他(n=9)

高校時代の不登校(n=5)

受験に失敗したこと（高校・大学等）
(n=3)

妊娠したこと(n=1)

介護・看護を担うことになったこと(n=1)

新型コロナウイルス感染症が流行したこ
と(n=1)

大学（専門学校、短期大学等を含む）時
代の不登校(n=0)

特に理由はない(n=0)

無回答(n=2)

人間関係がうまくいかなかったこと
(n=42)

学校になじめなかったこと(n=27)

職場になじめなかったこと(n=25)

中学校時代の不登校(n=19)

病気(n=19)

小学校時代の不登校(n=16)

わからない(n=16)

就職活動がうまくいかなかったこと
(n=15)

43.3

27.8

25.8

19.6

19.6

16.5

16.5

15.5

9.3

9.3

5.2

3.1

1.0

1.0

1.0

0.0

0.0

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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問 16 ひきこもり状態になってから、貴機関に相談するまでに要した期間として、最も多いもの

をお答えください。(１つ) 

 

・「不明」（37.1％）が最も多く、次いで「1 年以上 3 年未満」（13.4％）、「5 年以上 10 年未満」

（12.4％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 ひきこもりの相談・支援の継続期間として、最も多いものをお答えください。（１つ） 

 

・「不明」（36.1％）が最も多く、次いで「1 年以上 3 年未満」（20.6％）、「1 年未満」（16.5％）

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不明(n=36)

1年以上3年未満(n=13)

5年以上10年未満(n=12)

6カ月未満(n=10)

3年以上5年未満(n=7)

20年以上30年未満(n=7)

10年以上20年未満(n=5)

6カ月以上1年未満(n=2)

30年以上(n=2)

無回答(n=3)

37.1

13.4

12.4

10.3

7.2

7.2

5.2

2.1

2.1

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1年以上3年未満(n=20)

1年未満(n=16)

3年以上5年未満(n=11)

5年以上10年未満(n=11)

10年以上(n=1)

無回答(n=3)

不明(n=35) 36.1

20.6

16.5

11.3

11.3

1.0

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 18 家族への支援を開始してから当事者の支援（支援者が訪問・来所相談等で当事者と直接会

って面談ができる等）に至るまでに要した期間として、最も多いものをお答えください。

（１つ） 

 

・「不明」（47.4％）が最も多く、次いで「6カ月未満」（26.8％）、「6カ月以上 1年未満」（9.3％）

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 ひきこもりの相談・支援を継続して行う中で当事者の行動範囲にみられた変化について、

最も多いものをお答えください。（１つ） 

 

・「目立った変化は見られなかった」（45.4％）が最も多く、次いで「その他」（14.4％）、「自宅

から出られるようになった」（11.3％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20年以上30年未満(n=1)

10年以上20年未満(n=0)

30年以上(n=0)

無回答(n=3)

不明(n=46)

6カ月未満(n=26)

6カ月以上1年未満(n=9)

1年以上3年未満(n=8)

3年以上5年未満(n=2)

5年以上10年未満(n=2)

47.4

26.8

9.3

8.2

2.1

2.1

1.0

0.0

0.0

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

目立った変化は見られなかった(n=44)

その他(n=14)

自宅から出られるようになった(n=11)

居場所や当事者同士の活動に参加できるよ
うになった(n=9)

就職・就学に向けて活動を始めた(n=6)

趣味などの外出ができるようになった(n=3)

自室から出られるようになった(n=2)

就職・就学した(n=1)

無回答(n=7)

45.4

14.4

11.3

9.3

6.2

3.1

2.1

1.0

7.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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問 20 ひきこもりに関する相談を貴機関から他の機関等につなぐケース（貴機関で相談を受け

たが他の支援機関等の方がより適切な支援を行える場合や、他の支援機関での支援を並行

して利用することが望ましい場合等）についてどのように対応してますか。（いくつでも） 

 

・「相談者・支援機関双方に対し情報を提供する」（63.9％）が最も多く、次いで「相談者に対し

支援機関等に関する情報を提供する」（50.5％）、「相談者が支援機関等に行く際に同行し、支

援の経過等を支援者間で共有する」（36.1％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談者・支援機関双方に対し情報を提供する(n=62)

相談者に対し支援機関等に関する情報を提供する
(n=49)

相談者が支援機関等に行く際に同行し、支援の経過
等を支援者間で共有する(n=35)

特になし(n=7)

その他(n=5)

無回答(n=3)

63.9

50.5

36.1

7.2

5.2

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 21 若年層（おおむね 39歳まで）の当事者に係るひきこもりの相談・支援において、貴機関

が課題と感じていることは何ですか。（いくつでも） 

 

・「ひきこもりに係る知識や支援ノウハウを有していない」（48.6％）が最も多く、次いで「家族

から相談があっても、当事者が相談・支援を望んでいない」（48.2％）、「当事者や家族からの

相談に対して、適切な対応がわからない」（37.4％）となっている。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他(n=14)

特になし(n=10)

無回答(n=4)

ひきこもりに係る知識や支援ノウハウを有していな
い(n=108)

家族から相談があっても、当事者が相談・支援を望
んでいない(n=107)

当事者や家族からの相談に対して、適切な対応がわ
からない(n=83)

当事者・家族が抱える悩みが多岐に渡っているた
め、対応に時間がかかる(n=74)

相談・支援に至るまでに長期間経過しており、対応
が難しいと感じる(n=69)

地域のひきこもりに係る支援の社会資源（居場所や
家族会等）を知らない(n=57)

きめ細かな相談を行うための人員体制が整っていな
い(n=50)

関係機関との関係構築が十分でないため、適切に連
携して対応できない(n=44)

家族から相談があっても、相談が継続せず途切れて
しまう(n=41)

地域にひきこもりに係る支援の社会資源（居場所や
家族会等）がない(n=38)

当事者がいる家庭の存在は把握しているが、ひきこ
もりの相談に繋げられない(n=38)

近隣住民等から情報提供や相談があるが、当事者・
家族にアプローチができない(n=28)

48.6

48.2

37.4

33.3

31.1

25.7

22.5

19.8

18.5

17.1

17.1

12.6

6.3

4.5

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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問 23 中高年層（おおむね 40歳以上）の当事者に係るひきこもりの相談・支援について、貴機

関が課題として感じていることは何ですか。（いくつでも） 

 

・「ひきこもりに係る知識や支援ノウハウを有していない」（47.7％）が最も多く、次いで「家族

から相談があっても、当事者が相談・支援を望んでいない」（47.3％）、「相談・支援に至るま

でに長期間経過しており、対応が難しいと感じる」（37.4％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひきこもりに係る知識や支援ノウハウを有していな
い(n=106)

家族から相談があっても、当事者が相談・支援を望
んでいない(n=105)

相談・支援に至るまでに長期間経過しており、対応
が難しいと感じる(n=83)

当事者や家族からの相談に対して、適切な対応がわ
からない(n=74)

当事者・家族が抱える悩みが多岐に渡っているた
め、対応に時間がかかる(n=71)

地域のひきこもりに係る支援の社会資源（居場所や
家族会等）を知らない(n=56)

きめ細かな相談を行うための人員体制が整っていな
い(n=46)

関係機関との関係構築が十分でないため、適切に連
携して対応できない(n=43)

地域にひきこもりに係る支援の社会資源（居場所や
家族会等）がない(n=37)

当事者がいる家庭の存在は把握しているが、ひきこ
もりの相談に繋げられない(n=34)

家族から相談があっても、相談が継続せず途切れて
しまう(n=33)

近隣住民等から情報提供や相談があるが、当事者・
家族にアプローチができない(n=25)

特になし(n=15)

その他(n=9)

無回答(n=5)

47.7

47.3

37.4

33.3

32.0

25.2

20.7

19.4

16.7

15.3

14.9

11.3

6.8

4.1

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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問 25 地域におけるひきこもりに係る連携ネットワークの現状について、あてはまるものをお

答えください。（１つ） 

 

・「連携ネットワークは構築しておらず、個別ケースで連携することもほとんどない」（38.7％）

が最も多く、次いで「連携ネットワークは構築していないが、個別ケースにおいて日常的に

関係機関等と連携を行っている」（32.4％）、「ひきこもりに係る相談・支援に特化した連携ネ

ットワークは構築していないが、既存の他の会議体などにおいてひきこもりに係る連携も行

っている」（9.9％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携ネットワークは構築しておらず、個別ケースで
連携することもほとんどない(n=86)

連携ネットワークは構築していないが、個別ケース
において日常的に関係機関等と連携を行っている

(n=72)

ひきこもりに係る相談・支援に特化した連携ネット
ワークは構築していないが、既存の他の会議体など
においてひきこもりに係る連携も行っている(n=22)

その他(n=16)

ひきこもりに係る相談・支援に特化した連携ネット
ワークを構築している(n=12)

無回答(n=14)

38.7

32.4

9.9

7.2

5.4

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 26 ひきこもりに係る相談・支援において、貴機関が連携している関係機関等をお答えくださ

い。（いくつでも） 

 

・「子ども家庭支援センター」（50.0％）が最も多く、次いで「社会福祉協議会」（32.9％）、「学

校（スクールカウンセラー等を含む）」（30.6％）、「民生委員・児童委員」（29.7％）となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 保健所・保健センター、子ども家庭支援センター、教育相談センター、教育センター、学校

（スクールカウンセラー等を含む） 

※２ 健康課・障害福祉課・生活福祉課・高齢者支援課・地域共生課 

 

 

 

 

他機関との連携はない(n=14)

精神保健福祉センター(n=9)

ハローワーク(n=7)

無回答(n=10)

子ども家庭支援センター(n=111)

社会福祉協議会(n=73)

学校（スクールカウンセラー等を含む）
(n=68)

民生委員・児童委員(n=66)

保健所・保健センター(n=55)

1～4以外の市役所の担当課(n=52)

地域若者サポートステーション(n=36)

医療機関(n=34)

教育相談センター、教育センター(n=29)

その他(n=27)

児童相談所・児童相談センター(n=25)

ひきこもり地域支援センター（東京都ひ
きこもりサポートネット）(n=24)

民間支援団体（NPO法人等）(n=21)

50.0

32.9

30.6

29.7

24.8

23.4

16.2

15.3

13.1

12.2

11.3

10.8

9.5

6.3

4.1

3.2

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

※１ ※２ 
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問 27 ひきこもりに係る相談・支援において、貴機関が今後連携を強化する必要があると感じて

いる関係機関等をお答えください。（いくつでも） 

 

・「ひきこもり地域支援センター（東京都ひきこもりサポートネット）」（46.8％）が最も多く、

次いで「子ども家庭支援センター」（40.5％）、「学校（スクールカウンセラー等を含む）」

（37.8％）、「保健所・保健センター」（28.8％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 保健所・保健センター、子ども家庭支援センター、教育相談センター、教育センター、学校

（スクールカウンセラー等を含む） 

※２ 健康課・障害福祉課・生活福祉課・高齢者支援課・地域共生課・教育支援課 

 

 

 

 

ひきこもり地域支援センター（東京都ひ
きこもりサポートネット）(n=104)

社会福祉協議会(n=51)

教育相談センター、教育センター(n=46)

精神保健福祉センター(n=46)

民生委員・児童委員(n=39)

児童相談所・児童相談センター(n=33)

1～4以外の市役所の担当課(n=28)

子ども家庭支援センター(n=90)

学校（スクールカウンセラー等を含む）
(n=84)

保健所・保健センター(n=64)

地域若者サポートステーション(n=62)

民間支援団体（NPO法人等）(n=57)

医療機関(n=53)

ハローワーク(n=24)

その他(n=11)

他機関と連携する必要はない(n=0)

無回答(n=11)

46.8

40.5

37.8

28.8

27.9

25.7

23.9

23.0

20.7

20.7

17.6

14.9

12.6

10.8

5.0

0.0

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

※１ ※２ 
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問 28 ひきこもりに係る支援について、行政や支援機関が今後取り組む必要があると思われる

ことは何ですか。 （いくつでも） 

 

・「身近な地域における相談体制の充実」（64.4％）が最も多く、次いで「地域における連携ネッ

トワークづくり」（55.0％）、「家族向けのひきこもりに関するセミナー、家族教室等」（41.0％）

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援ガイドマップ作成・配布（支援機関
が掲載されたマップ等）(n=71)

当事者・家族向け講演会・相談会・勉強
会(n=65)

効果的な普及啓発の充実(n=46)

その他(n=12)

無回答(n=6)

家族向けのひきこもりに関するセミ
ナー、家族教室等(n=91)

居場所の運営(n=87)

ひきこもりの家族会と連携した取組の充
実（ピアサポーター等）(n=87)

相談・支援機関向け研修会・事例検討会
(n=83)

当事者団体・家族会との連携、当事者の
声を聴く機会づくり(n=76)

中間的就労等を含めた就労支援(n=75)

身近な地域における相談体制の充実
(n=143)

地域における連携ネットワークづくり
(n=122)

64.4

55.0

41.0

39.2

39.2

37.4

34.2

33.8

32.0

29.3

20.7

5.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80%
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問 29 「ひきこもり」の背景や、「ひきこもり」についての考え、社会的な支援についてお尋ね

します。以下の①～⑰について、あなたのお考えに最も近いものに○をつけてください。

（それぞれ１つ） 

 

・「そう思う+少しそう思う」  

「「ひきこもり」について、身近な場で相談しやすい窓口が必要だと思う」（93.2％）が最も高く、

次いで「「ひきこもり」の人や家族が孤立しないような地域社会のつながりが必要であると思う」

（89.6％）、「不登校から、「ひきこもり」につながらないために、学校からの支援は必要だと思

う」（84.2％）となっている。 

・「どちらともいえない」 

 「「ひきこもり」は、30 代までの若い世代に多いと思う」（45.0％）が最も多く、次いで「「ひきこ

もり」は、家族や周囲の対応によるものであると思う」（43.7％）、「「ひきこもり」の人は、甘え

ている感じがする」（37.8％）となっている。 

・「そう思わない+あまりそう思わない」  

「「ひきこもり」の人は、甘えている感じがする」（47.3％）が最も高く、次いで「「ひきこもり」

は、30代までの若い世代に多いと思う」（36.9％）、「「ひきこもり」は、家族や周囲の対応による

ものであると思う」（24.3％）となっている。 
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「ひきこもり」の問題に関心がある(n=222)

「ひきこもり」は、深刻な社会問題なのだか
ら、早期に解決すべきである(n=222)

「ひきこもり」は、家族や周囲の対応による
ものであると思う(n=222)

「ひきこもり」は、人間関係が希薄になって
しまったことによるものだと思う(n=222)

「ひきこもり」は、インターネット社会の影
響があると思う(n=222)

「ひきこもり」について、身近な場で相談し
やすい窓口が必要だと思う(n=222)

地域の「ひきこもり」の人や家族に対する支
援活動に関心がある(相談相手、情報提供、学

習支援、NPO への寄附等)(n=222)

ひきこもりの方やご家族への支援について、
今後積極的に関わっていきたいと思う(n=222)

「ひきこもり」は、30代までの若い世代に多
いと思う(n=222)

現代社会においては、「ひきこもり」は誰に
でも起こることだと思う(n=222)

「ひきこもり」の人や家族は、自分を責める
など苦しんでいると思う(n=222)

「ひきこもり」の人は、甘えている感じがす
る(n=222)

「ひきこもり」の人や家族には、社会的支援
を行うべきであると思う（相談体制の充実

や、自立に向けた支援など）(n=222)

「ひきこもり」の人は、医療の支援が必要だ
と思う(n=222)

「ひきこもり」は、早期に支援につなげるこ
とが必要であると思う(n=222)

不登校 から、「ひきこもり」につながらない
ために、学校からの支援は必要だと思う

(n=222)

「ひきこもり」の人や家族が孤立しないよう
な地域社会のつながりが必要であると思う

(n=222)
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そう思う+少しそう思う どちらともいえない そう思わない＋あまりそう思わない 無回答
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３ 自由回答 

問 22 若年層（おおむね 39歳まで）の当事者への支援において貴機関が課題と感じていること

があれば、自由に記入してください。 

 
自由回答の内容を、情報共有・連携、支援の困難さ、家族・当事者の問題、社会資源、課題の複雑

さ、その他という６つのテーマに基づいて分類した。 

 

■情報共有・連携に関する意見 

・個人情報の関係で、関係機関からの情報がない 

・支援機関がどこなのかわからない。ノウハウを知らない 

・学校や行政との情報共有 

・地域活動団体や学校との連携が不十分 

・明確な相談窓口の不在 

 

■支援の困難さに関する意見 

・当事者が支援を望んでいない、または相談に至らない 

・支援に対する知識やスキルの不足 

・支援者の顔ぶれが数年単位で変わり、支援が引き継げない 

・個別フォローするだけの業務余力がない 

・支援のためのケース対応が業務として位置付けられていない 

 

■家族・当事者に関する意見 

・家族が方向性を 1つにすることが難しい 

・家族が情報を外部に開示したがらない 

・家族や当事者が相談を望まない 

・親が自分たちで対応できると考え、相談が遅れる 

・家族の心を開くことが難しい 

 

■社会資源に関する意見 

・誰でも利用できる居場所の不足 

・中間的就労や有償ボランティアの場が必要 

・社会資源が少ない 

・総合的な対応ができるワンストップの相談窓口が必要 
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■課題の複雑さに関する意見 

・家族と本人の悩みに違いがある 

・支援対象者に複合的な問題がある 

・当事者の特性に応じた対応が必要 

・問題の背景が多様で、一概に対応が難しい 

・精神的な病気や障害が併存している場合の対応が難しい 

 

■その他に関する意見 

・ひきこもりは周囲に知られたくないという風潮がある 

・高齢者との同居による支援の複雑さ 

・18歳の壁、支援機関が年齢によって変わるため支援が途切れる 
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また、主要な言葉やフレーズの結びつきを視覚的に示した図を作成した。この図は、文章内でど

の言葉が他の言葉とどのように関係しているかを表すものである。例えば、「教育」と「社会」

が頻繁に一緒に使われている場合、それらが線で結ばれる。この図を用いることで、文章全体の

テーマや言葉の重要性、そしてその関連性を直感的に理解しやすくなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「ひきこもり」を取り巻く相談支援の構造 

「ひきこもり」が「相談」「知る」と結びついており、当事者への相談支援の重要性と、支援

者が当事者の状況を理解することの必要性を示している。特に若年層のひきこもり支援におい

ては、適切な理解と相談体制の構築が課題として認識されている。 

 

■「人」を中心とした支援関係 

「人」が「理由」「状況」と結びついており、ひきこもりに至った個別の理由や状況に応じた

支援の必要性が示唆されている。若年層の場合、ひきこもりに至る背景が多様化しており、個別

性の高い支援が求められていることが伺える。 
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■「地域」における包括的支援体制 

「地域」を中心に「機関」「包括」「連携」が結びついており、ひきこもり支援には地域全体で

の包括的な支援体制が必要とされている。特に「連携」が重視されているのは、単一機関での対

応には限界があることが伺える。 

 

■「必要」とされる専門的支援 

「必要」が「知識」「対応」と結びつき、さらに「ケース」とも関連していることから、ひき

こもり支援には専門的な知識や個別ケースへの対応力が必要とされていることが示されている。 

 

■「家族」支援の重要性 

「家族」が「当事者」と結びついており、ひきこもり支援においては当事者だけでなく、家族

への支援も重要な課題として認識されている。 
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問 24 中高年層（おおむね 40歳以上）の当事者への支援において貴機関が課題と感じているこ

とがあれば、自由に記入してください。 

 
自由回答の内容を、情報共有・連携、支援の困難さ、家族・当事者、社会資源・支援プログラム、

長期化・高齢化、精神・身体的な問題、支援アプローチ・対応方法という７つのテーマに基づいて

分類した。 

 
■情報共有・連携に関する意見 

・支援機関がどこなのかわからない。ノウハウを知らない 

・情報不足のため支援が困難である 

・情報共有がなく、家族に聞くこともできない 

・明確な相談窓口がなく、どこに繋げればいいのかわからない 

 

■支援の困難さに関する意見 

・当事者が支援を望んでいないことが多い 

・訪問しても面会が難しく、拒否されることが多い 

・当事者が支援に繋がらない理由が多岐にわたる 

・長期にわたる支援が必要だが、人員や業務量のバランスが取れない 

・地域の中で中高年層のひきこもり実態が把握できていない 

 

■家族・当事者に関する意見 

・家族が近隣に知られることを避け、支援につながりにくい 

・家族と本人の悩みに違いがあり、行動が伴わない 

・家族は長い間当事者をかばい、隠し続けているため問題が表面化しない 

・親子関係、経済環境、教育課題が複雑で支援が難しい 

・家族の協力が得られない場合がある 

 

■社会資源・支援プログラムに関する意見 

・アウトリーチ支援が不足している 

・福祉サービスを活用した経済的・生活的自立が難しい 

・中高年層の相談窓口や包括支援の対象にならないことが多い 

 

■長期化・高齢化に関する意見 

・8050 問題や親の高齢化によって支援が困難化している 



30 
 

・中高年層では就労経験がなく、再就職が難しい 

・親が亡くなった後の支援開始の限界や課題 

・相談に来た時点で問題が長期化しており、解決が難しい 

 

■精神・身体的な問題に関する意見 

・精神疾患や障害が疑われるが、医療につながらない 

・メンタル面だけでなく、身体的病気の併発や介護問題もあり、複合的な支援が求められる 

 
■支援アプローチ・対応方法に関する意見 

・支援におけるアプローチやマニュアルがない 

・話を聞くための方法やアプローチを整備する必要がある 

・対応が場当たり的で、コーディネートする課が明確でない 

・各支援機関がアセスメント力を高める必要がある 
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■「生活」を取り巻く複合的な課題 

「生活」が図の中心に位置し、「就労」「精神」「障害」などと結びついていることから、中高

年層の支援では生活全般にわたる複合的な課題への対応が必要であることが示されている。 

 

■「医療」と「長期化」する支援 

「医療」が「長期」「ケース」「多い」と結びついており、中高年層の支援では医療的な課題を

抱えるケースが多く、支援の長期化が顕著な課題となっていることが示されている。また、これ

らの支援には「難しい」という認識が伴っていることも特徴的である。 

 

■「本人」と「親」の高齢化問題 

「本人」が「親」「高齢」と結びついていることから、中高年のひきこもり当事者と、さらに

高齢化する親との双方への支援が課題となっていることが分かる。 
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■「支援」機関の対応課題 

「支援」「機関」「当事者」の結びつきから、中高年層への支援において、支援機関と当事者と

の適切な関係構築が課題となっていることが示されている。特に「難しい」との関連は、中高年

層特有の支援の困難さが示唆されている。 

 

■「地域」における包括的支援の重要性 

「地域」「包括」「連携」「窓口」の結びつきは、地域全体での包括的な支援体制の構築が必要

とされていることを示している。中高年層の支援には、複数の専門機関による連携と、包括的な

支援アプローチが不可欠であることが示唆されている。 
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問 30 ひきこもりに係る相談・支援に関して、日頃感じていることやご意見について、自由にご

記入ください。 

 

自由回答の内容を、情報共有・連携、支援の難しさ・課題、家族、居場所・社会資源、支援のアプ

ローチ・体制、問題の多様性と個別性、教育・啓発という７つのテーマに基づいて分類した。 

 

■情報共有・連携に関する意見 

・関係機関同士の連携・協働体制の不足 

・相談窓口や支援機関の存在を広く知らしめる情報発信の不足 

・庁内関係機関の意識の醸成と体制の必要性 

・近隣市と連携して相談・支援できる体制を整える必要 

 

■支援の難しさ・課題に関する意見 

・ケースによって支援の方法が異なり、対応が難しい 

・当事者の意志や家族の意向により、支援が進まない場合がある 

・支援者も疲弊しやすく、孤独感に襲われやすい 

・長期的な支援が必要で、対応には時間と根気が求められる 

・プライバシーや介入の難しさから、支援が進めにくい 

・相談を受けても、どう対応すれば良いか不安がある 

 

■家族に関する意見 

・家族が当事者を支援に繋げられない、または相談する場所がない 

・家族の負担が大きく、時間が経過するほど支援が困難に 

・家族内での問題が多いことが支援を複雑にする 

・家族も含んだ包括的な支援が必要 

 
■居場所・社会資源に関する意見 

・公的な当事者のための居場所や支援プログラムの不足 
・相談できる場やアウトリーチの不足 
 
■支援のアプローチ・体制に関する意見 

・支援者が孤独にならず、長期的に関われる体制づくりが必要 
・支援者同士でつながれる場や医療職の常駐が望ましい 
・法律的な知識と技術を持った支援者の必要性 
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・ひきこもりの背景を考慮した多様な支援アプローチが必要 
・支援者が活動場所や支援機関に繋ぐための技術が支援者の技量に左右されている 
 
■問題の多様性と個別性に関する意見 

・ひきこもりの原因や背景が多様で、個々に合わせた支援が求められる 
・一括りの「ひきこもり支援」では対応が難しい 
・背景を無視した支援は逆効果になる可能性 
 
■教育・啓発に関する意見 

・学校や地域での教育の重要性 
・家庭内での教育やサポートが求められる 
・勉強会や研修を通じて支援者や関係者が知識を増やす必要 
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■「ひきこもり」を中心とした支援体制の実態 

「ひきこもり」が「支援」「相談」「必要」と強く結びついており、支援体制の重要性が示され

ている。特に「難しい」という語との関連から、支援における困難さや課題が認識されているこ

とが分かる。また、「家族」との結びつきも強く、当事者だけでなく家族支援の重要性も示唆さ

れる。 

 

■「社会」における複合的な課題 

「社会」が「問題」「状態」「背景」と結びついており、ひきこもりが単なる個人の問題ではな

く、社会的な課題として認識されていることが示されている。特に「地域」「高齢」との関連は、

地域社会全体での課題として捉えられていることを示唆している。 

 



36 
 

■「関係」性の多様な側面 

「関係」が「多い」「時間」「子ども」と結びついており、支援における関係構築の重要性と、

それに要する時間の長さが示されている。また「学校」との関連から、教育機関との連携も重要

な要素として認識されている。 

 

■「長い」支援の時間軸 

「長い」が「状況」「ケース」と結びついており、支援が長期化する傾向が示されている。こ

れは支援における継続性の重要性と、同時に支援機関の負担も示唆している。 

 

  



37 
 

第４章 参考資料 

１ 調査票 
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